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On the Improvements in Manufacturing of Alginic Acid (6) 
Study of Viscosity Deterioration of Free Alginic Acid by Heating 
Hisatsugu Sato， Mutsuo Morita and Kozo Ishimaru 
Abstract 
The viscosity deteriorations of free alginic acid by heating in either a dry or wet state were 
studied experimentally at various temperatures and times. 
In comparison with the viscosity deteriorations of sodium alginate by heating， which the present 
writers had already published， they reached the following conclusions: 
(1) Between the tendencies of viscosity deterioration of alginic acid and of sodium alginate， th巴se
two similarities were found. The五rstof them was that in both ca日essu伍Cl巴ntwat巴rcaused more 
drastic viscosity deterioration than in a dry state; the seeond was that the above tendency was 
especially marked in the relatively low temperature region of (60-70oC). 
(2) Among the four cases， i.e. sodium salt in stat巴sof powder， and in aqueous solution and 
free acid in either dry or wet states， the viscosity deterioration was most drastic in the wet free 
acid. Following the wet free acid comes the dry free acid and then the aqueous solution of sodium 























る。 かくて得た湿ったアJレギシ酸ソーダを十分量の 80%アノレコー Jレ中に分散させ， 激しく撹
詳しながら 1N塩酸を微酸性となるまで少量ずつ加え， 後なお 30分間撹持をつづけてアノレギ
シ酸を完全に遊離せしめる。続いてアJレギシ酸を麻布上[こ分けとり固くしぼる。後再び十分量
の80%アノレコール中lζ分散せしめ 30分間激しく捜持し，麻布上に分けとり固くしぼる。この
操作をなお 4回繰り返して残留する塩酸分をできるだけとりのぞく。 最後に 400Cで真空乾燥
し，乾燥による減量を示さなくなったものをもって供試アノレギシ酸とする。
第 1表はこのようにして得られた各種供試アノレギシ酸について，次の 2で述べる方法で，
y~ ダ塩の 1% 水溶液をつくり，その粘度を測定した結果である。
第 1表 供試ア Jレギノレ酸の粘度
試料番号 1 2 3 4 
粘皮 (c.s) 山( 387.3 115.0 306.0 
2. アルギン酸を乾燥状態で加熱した場合
供試アノレギシ酸としては試料番号1および2のものを用いた。 本試料約1.2gを秤量ビシ
にとり，一定温度の電気恒温器中で加熱し，加熱開始後0.5，1.0， 1.5， 2.0， 2.5時間の各時間
どとに約0.2gの試料をとり出し， あらかじめ精秤した秤量ピシ中に移し， デジケータ中lと約
2時間放置した後精秤する c つぎにこれらの加熱試料には，最終的にソーダ塩の 1%溶液とな
るように，続てい加えられる 1N苛性ソーダ溶液の量を考慮に入れて計算された量の水を加え
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0.5， 1.0， 1.5， 2.0， 2.5時間の各時毎ごとに一個ずっとり出し冷却， 開封して， 中和に要する
理論量より 10%だけ過剰の lN苛性ソ{ダ落液を加え， 撹持して均一な溶液として粘度を測












試料呑号 1 2 
温 度 |加熱時間 i粘度 (c.s) i粘度低下率(ガ)I粘度 (c.s) 粘度低下率似)
0.5 1旧 8 26.0 358.3 7.4 
1.0 92.0 35.0 259.6 33.0 
60 1.5 83.3 41.2 206.8 46.6 
2目。 76.8 45.8 182.5 52.9 
2.573.648.0 173.1 55.3 
0.5 I 92.1 話。 1民 5 52.1 
1.0 85.4 39.7 131.8 66.0 
70 1.5 74.1 47.7 95.5 75.3 
2.0 69.9 50.6 91.1 76.5 
2.5 62.9 55.6 83.6 ワ白A
l --J 一一一 ~_l__ ~~.~ _L一一一一一一一-
0.5 I 65.3 53.9 162.3 58.1 
1.0 54.5 61.5 87.4 77.4 
80 1.5 44.6 68.5 49.9 87.1 
2.0 40.6 71.3 38.9 90.0 
2.5 38.5 72.8 31.7 91.8 
(ラ9)
46 佐藤久次・森田陸夫・石丸帯造
誌料番号 I 1 I 
!粘 度(叫|粘度低下率(%)I粘 度 (c.s) I粘度低下率(%)
一一一一一一一一一一一 l 一一一一- 」ー一一一一一一一一一一 1一一一一一一一一←一一一一一一一一一←ー0.5 4.6 68.5 59.6 84.6 
90 1.5 25.1 82.3 24.3 93.7 2.0 23. 83.514.9 96.2 
100 
13123lsil z:i| お:i
一一一三」竺 LぷJJ31iL0.5 16.7 8.2 
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なお上のデータにもとづき，加熱温度及び加熱時聞による粘度低下率の変化の模様を試料
1， 2， 3， 4のおのおのにつき図示するとそれぞれ第 1，2， 3， 4図のようになる。
=iお Y-:z::=ト斗ー ヨ三ig
← 70 
E長 I 1/ν""-j L-斗一一← ω i:R 
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